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「軽トラ市」でジュビロードがにぎわう「軽トラ市」でジュビロードがにぎわう
　3月20日、「みんなで軽トラ市 いわた☆駅前楽市」が、磐田駅北側のジュビロード約500メートルを歩

行者天国にして開かれました。当日は約90台の軽トラックが並び、市民、生産者、商業者が交流を深め、

ジュビロードににぎわいをもたらしました。

　

市
議
会
は
、
平
成
23
年
2
月
定
例
会

を
2
月
17
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
の
36

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
議

会
で
は
、
市
長
提
出
の
「
平
成
23
年
度

各
会
計
予
算
」
や
「
防
犯
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
制
定
」
な
ど
48
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
3
月
1
日
か

ら
3
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
15
名
の
議

員
が
行
い
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か

ら
市
長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
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576億5,,000万円万円
平成23年度 一般会計予算平成23年度 一般会計予算

　

予
算
総
額
は
、
5
7
6
億
5
千

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
4
千
万

円
、
0
・
1
%
の
減
額
で
す
。
こ

れ
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
が

完
了
し
た
こ
と
や
磐
田
市
駅
北
土

地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
費
が
減

額
と
な
っ
た
も
の
の
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
子
ど

も
手
当
の
拡
充
や
民
間
認
可
保
育

園
入
所
運
営
補
助
の
増
な
ど
に
よ

る
扶
助
費
の
増
額
、
土
地
取
得
特

別
会
計
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
に

関
連
す
る
基
金
積
立
金
の
増
な
ど

に
よ
り
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
歳
入
の
う
ち
市

税
は
、
前
年
度
に
比
べ
5
・
2
%
、

12
億
6
9
6
4
万
1
千
円
の
増
額

と
な
る
2
5
5
億
2
7
7
8
万
5

千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

賛
成
23
（
五
・
誠
・
新
・
公
・
争
）、

反
対
3
（
共
）
に
よ
り
可
決
。

※
欠
席
1
（
新
）

【歳出のうち主な新規事業】
●高機能消防指令センター施設整備事業 18億9,062万円
●磐田駅北口広場整備事業 2億1,664万円
●救急医療施設整備事業 2,451万円
●学校施設整備事業
　（中学校全学級に扇風機設置） 1,036万円
●ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦事業
 531万円
●地区活動推進事業 515万円
●EV産業成長促進支援事業 460万円
●防災資機材整備事業
　（避難所等への非常用発電機設置） 334万円
●学校施設緑のカーテン設置事業 150万円
●軽トラ市開催支援事業 100万円
●食の拠点づくり及び6次産業化推進事業 86万円
●磐田市イメージキャラクター推進事業 42万円
●いわた農業塾運営事業 36万円

可
決

市税 
44.3% 
 

民生費 
27.4% 
 
 

公債費 
13.7% 
 
 総務費 

13.1%

土木費 
12.1%

衛生費 
8.7% 
 

教育費 
9.5%

消防費6.7% 
 
 
 

労働費 4.8%
農林水産業費 1.8%

商工費1.4%
議会費ほか 0.8%

市民税 
37.9% 
 

固定 
資産税 
51.9%   

 

市民税 
37.9% 
 

固定 
資産税 
51.9%   

 

576億 
5,000万円 

576億 
5,000万円 

歳入 歳出 

都市計画税ほか 
10.2% 

国庫支出金 
11.0% 
 

地方交付税 
8.7% 
 

市債 
8.3% 
 
 

諸収入 
7.8% 
 
 

県支出金 
5.1% 
 
 

地方消費税交付金 
3.3% 
 
 繰入金ほか 

11.5% 
 
 

市
民
生
活
を
守
り
、
将
来
の
発
展
を
見
据
え
た

成
長
戦
略
の
予
算
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（
共
）
反
対
の
主
な
理
由

を
述
べ
る
。
①
個
人
情
報
の
保
護

と
い
う
公
共
性
を
持
つ
証
明
業
務

な
ど
の
民
間
委
託
化
に
は
賛
成
で

き
な
い
。
法
令
遵
守
に
対
す
る
住

民
の
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。
②
公
務
公
共
分

野
の
非
正
規
雇
用
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
職
員
の
1
千
人
体
制
は
先

に
削
減
あ
り
き
で
説
得
力
が
な
く
、

さ
ら
に
聖
域
な
く
取
り
組
む
考
え

に
は
賛
成
で
き
な
い
。
③
家
具
固

定
推
進
奨
励
金
は
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
大
切
だ
が
、
そ
の
土

台
と
な
る
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工

事
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
た
ま
ま

で
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
な

い
。
④
子
育
て
世
帯
等
の
強
い
要

求
で
も
あ
る
子
供
医
療
費
通
院
助

成
の
拡
充
に
足
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
な
い
。
⑤
公
共
用
地
売
却

分
を
基
金
に
積
み
、
公
共
施
設
整

備
の
財
源
の
一
部
と
し
て
活
用
す

る
と
の
内
容
が
不
透
明
で
あ
り
、

ま
た
子
育
て
や
福
祉
等
の
充
実
の

視
点
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
反
対
す
る
。 

（
公
）
歳
入
は
、
市
税
の

徴
収
に
当
た
っ
て
、
従
来
の
努
力

の
上
に
納
税
課
に
債
権
回
収
対
策

室
を
新
た
に
設
け
、
高
額
や
悪
質

な
滞
納
者
に
対
す
る
債
権
回
収
に

努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

歳
出
は
、
年
度
中
に
見
込
ま
れ

る
も
の
を
す
べ
て
予
算
に
盛
り
込

む
当
初
予
算
主
義
を
基
本
と
し
、

子
供
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

へ
の
思
い
や
り
予
算
と
、
将
来
へ

の
成
長
戦
略
予
算
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。
厳
し
い
予
算
の
中
に
も
、

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な

と
こ
ろ
に
は
で
き
る
限
り
予
算
配

分
さ
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
新
た
な
事
業
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。

　

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
前

に
編
成
さ
れ
た
本
予
算
は
、
事
業

の
見
直
し
や
緊
急
対
応
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
考
え
る
。
市
に
は
情

報
収
集
と
計
画
実
行
に
総
力
を
挙

げ
取
り
組
む
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

　

23
年
度
は
打
っ
て
出
て
い
く
年

度
と
考
え
る
。

　

以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

（
共
）
国
民
健
康
保
険
は
、

国
民
全
員
に
公
的
に
医
療
を
保
障

す
る
制
度
で
、
国
が
財
政
責
任
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。

と
こ
ろ
が
国
は
、
国
庫
負
担
割
合

を
減
ら
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が

保
険
税
の
高
騰
、
滞
納
者
の
増
加
、

国
保
財
政
の
悪
化
、
保
険
税
の
高

騰
と
い
う
悪
循
環
を
招
い
た
原
因

で
あ
る
。
ま
た
、
国
保
税
滞
納
世

帯
へ
資
格
証
を
発
行
し
て
も
、
徴

収
率
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
庫
負
担
を
ふ
や
し
て
保
険
税
の

引
き
下
げ
や
減
免
制
度
の
拡
充
を

行
い
、
滞
納
を
減
ら
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
市
と
し
て
国
に
対
し

国
庫
負
担
増
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
加
入

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
提
案

し
、
反
対
す
る
。

（
新
）
22
年
度
の
税
制
改

正
を
受
け
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
法
定
外

繰
り
入
れ
は
、
県
内
4
番
目
に
高

い
額
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
が
保
険
税
の
抑
制
に
努
め
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
の
安
心
･

安
全
を
守

る
施
策
へ

の
手
厚
い

予
算
配
分

で
評
価
す

る
。
基
金

の
繰
り
入

れ
は
、
22
年
度
よ
り
1
・
3
億
円

多
い
3
・
8
億
円
で
、
税
収
の
増

加
が
見
込
め
な
い
状
況
で
基
金
取

り
崩
し
を
増
額
す
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
。
短
期
保
険
証
と
資
格
証

明
書
は
、
滞
納
者
の
増
加
に
伴
い
、

対
象
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
特

に
資
格
証
明
書
は
、
受
診
の
機
会

の
減
少
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

丁
寧
な
対
応
を
望
む
。

　

以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
は
1
5
6
億
5
8
0

0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約

5
･
9
%（
8
億
6
8
0
0
万
円
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
一
般
会
計
繰
入

金
は
、
12
億
7
7
7
1
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
7
7
7
1
万
円
の
増

額
、
基
金
繰
入
金
は
3
億
8
千
万

円
で
1
億
3
千
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
療
養
給
付
費
の
増
な

ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
、
大
幅

に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
23
（
五
・
誠
・
新
・
公
・
争
）、

反
対
3
（
共
）
に
よ
り
可
決
。

※
欠
席
1
（
新
）

証
明
業
務
の
民
間
委
託
化

に
は
賛
成
で
き
な
い

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

討　

論

国
庫
負
担
割
合
を
ふ
や
し

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を

思
い
や
り
予
算
と
成
長
戦
略

予
算
が
重
視
さ
れ
て
い
る

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

法
定
外
繰
り
入
れ
で

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

いわた市議会だより
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特　別　会　計

公営企業会計

平成23年度 特別・公営企業会計予算
（１万円未満四捨五入）

会　　計　　名 23年度予算額 22年度予算額 増　　減

国民健康保険事業特別会計 156億5,800万円 147億9,000万円 8億6,800万円

後期高齢者医療事業特別会計 12億9,674万円 13億1,222万円 △　　1,548万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 96億5,369万円 87億3,320万円 9億2,049万円

公共下水道事業特別会計 60億3,023万円 61億　285万円 △　　7,262万円

そ の 他 の 特 別 会 計 2億4,022万円 4億8,147万円 △　2億4,125万円

※その他の特別会計には、公平委員会、駐車場、農業集落排水、4財産区の各特別会計の合計額を記載しています。  

　なお、土地取得と老人保健の2会計は22年度末で廃止となっています。

会　　計　　名 23年度予算額 22年度予算額 増　　減

水道事業会計

収益的
収 入 27億4,768万円 27億1,612万円 3,156万円

支 出 26億6,572万円 25億8,442万円 8,130万円

資本的
収 入 5億8,172万円 9億2,504万円 △　3億4,332万円

支 出 16億6,195万円 23億5,010万円 △　6億8,815万円

病院事業会計

収益的
収 入 133億7,135万円 128億4,116万円 5億3,019万円

支 出 140億4,270万円 140億9,063万円 △　　4,793万円

資本的
収 入 29億7,058万円 11億6,021万円 18億1,037万円

支 出 35億4,582万円 16億8,616万円 18億5,966万円

収益的収支…収益的収入は水道料金収入、病院の入院・外来の診療収入など、収益的支出は光熱水費や職

　　　　　　員給与、材料費などをいいます。

資本的収支…主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。 

    

　

こ
れ
は
、
昭
和
50
年
に
開
設
し

た
市
立
豊
田
南
第
2
保
育
園
の
運

営
を
、
平
成
23
年
度
か
ら
社
会
福

祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
に
よ
る

運
営
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

賛
成
23
（
五
・
誠
・
新
・
公
・
争
）、

反
対
3
（
共
）
に
よ
り
可
決
。

※
欠
席
1
（
新
）

（
共
）
各
地
方
自
治
体
で
、

公
設
公
営
の
保
育
所
の
民
営
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
公
立
保
育
園

に
は
保
育
の
継
続
性
、
公
共
性
等

を
確
保
す
る
役
割
が
あ
り
、
経
済

的
理
由
か
ら
の
民
営
化
に
は
問
題

が
あ
る
。
今
必
要
な
の
は
、
規
制

緩
和
路
線
を
根
本
的
に
転
換
し
、

国
と
自
治
体
の
責
任
で
認
可
保
育

所
の
本
格
的
な
増
設
を
進
め
る
こ

と
で
あ
る
。
公
立
保
育
所
に
対
す

る
国
庫
補
助
が
一
般
財
源
化
さ
れ
、

保
育
所
整
備
予
算
が
確
保
で
き
な

い
と
い
う
悲
鳴
が
各
地
で
上
が
っ

て
い
る
。
運
営
費
の
一
般
財
源
化

や
公
務
員
定
数
削
減
な
ど
の
公
立

保
育
所
つ
ぶ
し
の
政
策
を
転
換
す

る
と
と
も
に
、
建
設
費
な
ど
へ
の

国
庫
補
助
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
強

く
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
反
対
す
る
。

（
五
）
23
年
度
か
ら
社
会

福
祉
法
人
に
運
営
を
行
わ
せ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
歳
児
保
育

は
生
後
11
カ
月
か
ら
だ
っ
た
も
の

が
、
新
た
に
産
休
明
け
か
ら
に
な

り
、
平
日
の
保
育
時
間
は
拡
大
さ

れ
、
受
け
入
れ
児
童
数
は
1
2
0

人
へ
と
倍
増
す
る
計
画
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
園
舎
は
老
朽
化

し
て
お
り
、
保
護
者
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
施
設

建
設
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
保
育

を
必
要
と
し
て
い
る
の
に
入
園
で

き
ず
に
困
っ
て
い
る
家
庭
が
多
い

状
況
下
で
、
財
源
の
効
率
的
・
効

果
的
観
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
法

を
検
討
し
、
待
機
児
童
の
解
消
を

図
る
こ
と
は
市
の
責
務
で
あ
る
。

民
営
化
移
行
後
の
課
題
も
フ
ォ
ロ

ー
し
、
保
護
者
の
不
安
の
解
消
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

豊
田
南
第
2
保
育
園
の
民
営
化

に
伴
う
条
例
改
正
を
可
決

待
機
児
童
の
解
消
は

市
の
責
務
で
あ
る

討　

論

経
済
的
理
由
で
の
民
営
化
は
問
題

認
可
保
育
所
の
増
設
を

ー 4ー
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条
例
を
制
定

●
防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も

の
で
す
。

●
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

公
共
施
設
の
整
備
が
円
滑
に
推
進

す
る
よ
う
、
整
備
の
際
に
必
要
な

財
源
の
一
部
と
す
る
た
め
に
制
定

す
る
も
の
で
す
。

●
市
立
総
合
病
院
看
護
師
等

　

修
学
資
金
貸
与
条
例

　

看
護
師
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、

当
院
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
て
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
3
つ
の
条
例
の
施
行

日
は
23
年
4
月
1
日
で
、
全
会

一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
陳
情
者
】

静
岡
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

な
く
す
会

会
長　

増
田　

和
明
さ
ん

　

本
陳
情
の
趣
旨
は
、
公
契
約
条

例
を
速
や
か
に
制
定
す
る
こ
と
を

求
め
る
と
い
う
も
の
で
、
具
体
的

に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

⑴
市
が
発
注
す
る
公
共
事
業
、

委
託
等
に
か
か
わ
る
入
札
に
お
い

て
は
、
次
の
項
目
を
必
要
条
件
と

す
る
公
契
約
条
例
を
速
や
か
に
制

定
す
る
こ
と
。
①
適
正
な
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
を
明
記
す
る
こ

と
（
時
間
単
価
1
2
0
0
円
を
下

回
ら
な
い
こ
と
）
。
②
受
託
企
業

に
労
働
法
規
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
。

③
労
働
法
規
並
び
に
条
例
に
違
反

す
る
企
業
は
入
札
か
ら
除
外
す
る

こ
と
。
④
こ
の
必
要
条
件
は
下
請

け
、
2
次
下
請
け
及
び
関
連
す
る

派
遣
会
社
に
も
適
用
す
る
こ
と
。

　

⑵
市
が
直
接
雇
用
す
る
臨
時
職

員
の
賃
金
並
び
に
労
働
条
件
は
、

正
規
職
員
と
の
均
等
待
遇
を
図
る

こ
と
。

　

所
管
の
総
務
委
員
会
で
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
「
時
間
単
価
1

2
0
0
円
を
必
要
条
件
と
す
る
こ

と
は
問
題
」「
正
規
職
員
と
の
均

等
待
遇
を
図
る
こ
と
は
、
責
任
の

度
合
い
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
差

は
や
む
を
得
な
い
」
等
の
意
見
に

よ
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
。
3
月
24
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
も
賛
成
1
（
争
）、

反
対
25
（
五
・
誠
・
新
・
共
・
公
）

に
よ
り
、「
不
採
択
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

※
欠
席
1
（
新
）

【
陳
情
者
】

静
岡
県
保
険
医
協
会

理
事
長　

聞
間　

元
さ
ん

　

本
陳
情
の
趣
旨
は
、
国
保
法
第

44
条
に
よ
る
一
部
負
担
金
の
減
免

制
度
の
条
例
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
基
準
を
上
回
る
内
容
を
求
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
入
院
・
通
院

を
対
象
と
す
る
こ
と
。
②
保
険
料

滞
納
者
も
対
象
と
す
る
こ
と
。

③
生
活
保
護
基
準
の
1
2
0
%
以

下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
一
部
負

担
金
を
免
除
す
る
こ
と
。
④
生
活

保
護
基
準
の
1
2
0
%
を
超
え
1

3
0
%
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

一
部
負
担
金
を
2
分
の
1
に
減
額

す
る
こ
と
。
ま
た
、
減
額
さ
れ
な

い
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
自

治
体
が
一
部
負
担
金
を
直
接
徴
収

す
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
徴
収
を

猶
予
す
る
こ
と
。
⑤
生
活
保
護
基

準
の
1
3
0
%
を
超
え
1
4
0
%

以
下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
徴
収

を
猶
予
す
る
こ
と
。
⑥
減
免
・
猶

予
期
間
は
6
カ
月
と
し
て
、
ま
た

再
申
請
を
認
め
る
こ
と
と
い
う
も

の
で
す
。

　

所
管
の
民
生
病
院
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、「
国
保
財

政
が
厳
し
い
中
で
収
支
を
含
め
た

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」「
広
域
で
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」等
の
意
見
に
よ
り「
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
。

3
月
24
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い

て
も
賛
成
3（
共
）、反
対
23（
五・

誠
・
新
・
公
・
争
）
に
よ
り
、「
不

採
択
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
欠
席
1
（
新
）

―
―
―
―

　

陳　
　

情　

　

陳　
　

情　

―
―
―
―

⑴第5回（23年1月18日）

⑵第6回（23年2月2日）

　・行財政改革大綱の骨子（案）に

　　ついて

　「組織力・職員力」の向上に

ついて協議しました。

⑶第7回（23年3月4日）

⑷第8回（23年3月17日）

　・行財政改革大綱（案）について

　これまでの当委員会の意見

などを参考にとりまとめた、

行財政改革大綱（案）について

協議しました。

行財政改革特別委員会の活動報告行財政改革特別委員会の活動報告磐
田
市
副
市
長

鈴木　裕（55歳）
磐田市小立野

公
契
約
条
例
制
定
を

求
め
る
陳
情

国
保
一
部
負
担
金
減
免

制
度
に
関
す
る
陳
情

人
事
議
案

いわた市議会だより
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磐
田
原
総
合
開
発
㈱

市
が
貸
付
を
取
り
や
め
る

に
至
っ
た
経
緯
と
見
解
は
。

現
時
点
に
お
い
て
、

国
・
県
は
、
市
の
同
社
へ

の
貸
付
は
違
法
と
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
貸
付
は

で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

返
済
問
題
に
対
す
る
市
の

今
後
の
対
応
は
。

債
務
超
過
の
同
社
か
ら
、

金
融
機
関
よ
り
融
資
を
受
け
る
際

に
、
市
に
損
失
補
償
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
依
頼
が
来
て
い
る
。
長

期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
収
益
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
同
社
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、

法
人
を
存
続
さ
せ
な
が
ら
建
設
負

担
金
を
支
払
っ
て
い
く
長
期
的
ス

キ
ー
ム
（
計
画
）
を
考
え
て
い
る
。

同
社
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
収

益
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

救
急
医
療
施
設

救
急
医
療
施
設
の
整
備
方

針
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
は
。

21
年
7
月
に
医
師

会
役
員
と
救
急
医
療
機
関

検
討
委
員
会
を
設
け
、
診

療
科
目
、
設
置
場
所
及
び

連
携
機
能
等
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
23
年
1
月
19

日
に
医
師
会
と
基
本
合
意
書
に
調

印
し
た
。

今
後
の
在
宅
医
療
支
援
の

方
向
性
は
。

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

展
し
、
在
宅
医
療
が
求
め
ら
れ
る

社
会
に
な
る
こ
と
か
ら
、
医
療
関

係
者
、
福
祉
関
係
者
及
び
行
政
が

連
携
し
て
、
患
者
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
施
設
に
は
看
護
協
会
に
よ

る
24
時
間
体
制
の
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
入
り
、
提
案
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
全
市
的
な
訪
問
看

護
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
く
。

磐
田
市
民
プ
ー
ル
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

救
急
医
療
施
設
と
し
て
必

要
な
面
積
だ
け
活
用
し
、
残
地
は

売
却
を
基
本
に
検
討
し
て
い
く
。

市
民
活
動
団
体

市
内
で
活
動
す
る
市
民
活

動
団
体
数
と
活
動
分
野
、
人
数
は
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
登
録
し

て
い
る
団
体
数
は
1
6
6
団
体
で

あ
る
。
活
動
分
野
別
で
は
、
福
祉

関
係
81
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
18
団

体
、
教
育
関
係
53
団
体
、
環
境
関

係
11
団
体
、
そ
の
他
が
3
団
体
で
、

会
員
総
数
は
7
9
3
8
人
で
あ
る
。

協　

働
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
検
証
と
今
後
の
役
割
は
。

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
充
実
や
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
の
役
割
な
ど
を
審
議
し
て
い
た

だ
き
施
策
に
反
映
し
て
い
る
。
今

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

官
民
協
働
で
改
訂
版
を
作

成
し
て
い
る
が
、
企
業
の
内
容
・

発
行
経
費
・
発
行
時
期
は
。

企
業
は
行
政
情
報
を
発
信

す
る
冊
子
の
発
行
を
進
め
て
い
る

事
業
者
で
、
発
行
経
費
は
募
集
す

る
広
告
収
入
で
賄
う
。
今
年
5
月

に
は
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

  

家
庭
教
育

「
家
庭
教
育
力
の
低
下
」

に
つ
い
て
の
現
状
認
識
は
。

近
年
、
過
保
護
、
放
任
、

児
童
虐
待
な
ど
、
家
庭
教
育
の
機

能
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

各
家
庭
が
改
め
て
子
供
教
育
に
対

す
る
責
任
を
自
覚
し
、
役
割
を
認

識
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

改
正
教
育
基
本
法
に
「
父

後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
御
意

見
を
い
た
だ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

基　

金
市
民
・
企
業
な
ど
か
ら
の

多
様
な
寄
附
や
助
成
の

受
け
皿
と
な
る
「
新
し

い
公
共
創
造
基
金
」
を

創
設
す
る
考
え
は
。

現
時
点
で
は
創

設
す
る
考
え
は
な
い
。

市
民
活
動
が
よ
り
一
層

活
発
と
な
り
、
そ
の
目

的
へ
の
寄
附
等
の
申
し
込
み
が
ふ

え
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

補
償
制
度

市
民
に
安
心
し
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
民
活
動
中
の
事
故
に

つ
い
て
補
償
す
る
「
市
民
活
動
補

償
制
度
」
創
設
の
考
え
は
。

各
団
体
の
活
動
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
当
面
は
団
体
の
想
定

す
る
活
動
の
中
で
保
険
等

の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
。

　

ル
ー
ル
づ
く
り

行
政
と
市
民
が
、

協
働
を
実
践
し
て
い
く
ル

ー
ル
を
皆
で
策
定
し
て
い

く
考
え
は
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
規
定
し
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て

い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
協
働
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

磐
田
原
総
合
開
発
㈱
へ
の
対
応

南
部
救
急
医
療
施
設
整
備

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

根 

津 

康 

広　

議　

員
（
一
問
一
答
）

磐
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
し
い
公
共
」

を
創
造
し
て
い
く
た
め
に

争
論　

中 

村 　

 
薫　

議　

員
（
一
問
一
答
）

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
改
訂
版
発
行

家
庭
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
防
災
対
策
（
降
雪
）

五
和
会　

村 

田 

光 

司　

議　

員
（
一
問
一
答
）

磐田インターチェンジ磐田インターチェンジ

協働のまちづくり提案事業協働のまちづくり提案事業
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政
を
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一　

般　

質　

問

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　
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問


